
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(H31.5.)       (有) 丸 富 

４月は寒暖差が激しかったものの、雨が少なく、初夏を感じさせる暑さだった。日中のﾊｳｽ内は暑い位に 

気温が上がり、早くも夏の高温障害を心配するような陽気になった。 
 

緑化促進 

立茎が終わったら、親茎(地上茎)の緑化を促進し、過繁茂にならないよう茎葉の充実を図る。 
充実緑化促進に時を越えた贈り物 1,000 倍（又は、天然ﾐﾈﾗﾙ 1,000 倍）とｻﾝﾐﾈｰﾗ 5,000 倍を 
2～3 回、葉面散布する。 

 

微量要素補給 

健全な株の育成には、微量要素など必須養分を満たす必要がある。 
微量要素補給に天然ﾐﾈﾗﾙ（又は、ｳﾙｶﾙ）200～300 ㏄／10a を随時、潅水する。 

 

害虫対策 

玉ねぎや麦などﾊｳｽ周辺の作物からﾊｳｽ内へ害虫が飛び込むので、被害を受ける前に対応する。 
害虫対策にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～70cc／10a を 5～7 日毎に潅水する。 

 

病害対策 

遠日点になると、ｶﾋﾞ病や斑点病などの病害が増えやすくなる。健全な株の育成で乗り越える。 
健全な株の育成と微生物の働きの強化に時を越えた贈り物（又は、天地の恵み） 500～1,000 倍 

とｻﾝﾐﾈｰﾗ 3,000 倍を葉面散布する。（防除時混用はｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍） 
 

品質向上 

遠日点では根から養分が吸収し難いので、養分転流効率を上げるか、又は葉面散布で補給する。 
曲がり、偏平対策にｽｰﾊﾟｰｶﾙ雅 300～500cc（又は、ｳﾙｶﾙ 200～300cc）／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 

100 ㏄／10a（又は、ｼﾘｶｱｯﾌﾟ 200 ㏄）を潅水する。 
 

夏芽発生前に 

夏芽発生前の親茎ﾋﾟﾝﾁ後は早く樹勢回復するよう、数回葉面散布を続け、若茎の発生を促す。 
ﾋﾟﾝﾁ後に時を越えた贈り物 500 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を 2～3 回葉面散布、又は散水する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥               2～3 ㎏／10a 

時を越えた贈り物           200～300 ㏄／10a    7～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ(又はｼﾘｶｱｯﾌﾟ)      50 ㏄(100cc)／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ｽﾄｯﾊﾟｰ雅(又はﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS)   200ｃｃ(70cc)／10a      加減する。 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


